
支援プログラム

児童発達支援センター　さんぽみち
作成日 2024年8月30日

事業所理念

「つながり」「ふれあい」「よろこび」
人と人との「つながり」を大切にし、人との「ふれあい」を通じて、ぬくもりやあたたかさ、やさしさを感じられるよう
な場所づくりをします。利用者さん、ご家族、地域の方々と、「よろこび」を感じながら、笑顔でともに過ごしてい
きたいと考えています。

支援方針

【通所グループ】親御さんと離れて、お友達やスタッフと過ごし、遊びを通して、仲間作りや集団で行動すること
を楽しめるように支援します。
【親子グループ】親子で楽しく遊んだり、親御さんに見守ってもらいながら、同年代のお友達と一緒に過ごすこと
をスタッフがサポートをし、発達の土台づくりをします。

定員 ２０名

年齢 ２歳～６歳（就学前まで）

開設日 月曜日～金曜日（祝日・お盆休み・年末年始はお休み）

営業時間 ９時００分から１６時００分まで

サービス提供時間 通所グループ:１０時００分から１４時００分まで、親子グループ:９時５０分から１１時３０分まで

送迎実施の有無 あり（要相談）

給食 １食　２７０円

本
人
支
援

健康・生活

・安定した生活のリズムを身につけられるように、繰り返しのプログラムや視覚支援などで、わかりやすく環境を
整えます。
・食事や排泄、手洗いなどの生活習慣を身につけられるように、身近な大人や友達の様子を見ながら、よいイ
メージをつけられるようにしていきます。また、ご家庭や通園先の様子を伺い、お子さんに合わせた支援をして
いきます。
・様々な活動に楽しんで取り組めるように、お子さんの興味やわかることなどを伺いながら、生活や遊びなどの
活動を設定していきます。また、身近な大人や友達が楽しんでいる雰囲気や様子を見ながら、「やってみたい」
「できるかもしれない」と思えるように支援をしていきます。

運動・感覚
・友達と一緒に体を動かして楽しめるように、生活の日常動作に加え、走ったり、ジャンプしたり、物や遊具を
使ったりしていきます。
・ボディイメージを持ったり、体の動かし方を知ったりできるように、いろいろな遊びを提供していきます。

認知・行動
・一人ひとりがどのようなことがわかったり、楽しめたりするのかを探り、様々な方法でアプローチしていきます。
・多動や注意欠陥、興味の移り変わりなど、困っていることの理由や背景を探り、安心して過ごせるように支援
をしていきます。

言語
コミュニケーション

・いろいろな言葉を覚えたり、使ったりできるように、歌や絵本など言葉に触れるようにしていきます。
・見たこと、聞いたこと、やりたいこと、してほしいことなど、仕草や動作、言葉で伝えられるように、一人ひとりの
気持ちにそっていきます。

人間関係
社会性

・身近な人に親しみにを持ち、小集団の中で安心して過ごせるようにしていきます。
・関わりを深める中で、愛着や信頼感を育てます。

家族支援
・事業所において個別、又はグループで相談支援（オンライン含む）を行います。
・家庭訪問をし、相談援助を行います。
・参観会等を利用し、支援場面を観察して、相談援助を行うことがあります。

移行支援 ・通園先や就園先、就学先、他事業所などの関係機関への移行に向けて、移行先への助言援助や訪問し相談
援助を行います。

地域支援・地域連携
・地域社会で、全ての児童が共に成長できるよう支援し、地域での活動に努めます。
・地域の方々が参加できる事業所でのお祭りを行います。
・幼稚園や保育園、こども園の職員向けの体験会や見学会を行います。

職員の質の向上 ・事業所内や法人内の研修、または外部研修に参加をし、職員の質の向上に努めます。

主な行事等

・同事業所内の放課後等デイサービスとの交流
・法人内での納涼祭
・クリスマスやハロウィンなどの季節行事
・ふれあいあそびや工作、水遊びなど、子どもたちが楽しめるプログラムでの親子行事　など


